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釣り中の事故が全国ワースト１ 

～装備に勝る安全なし～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 釣り中の事故発生状況（平成２９年１月１日～平成２９年１２月１８日） 

（１） 全国の釣り事故発生状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本年道内では、釣り中の海中転落事故が多発しており、１２月１

８日現在で海中転落者は３２名で、このうち死者は１５名となってお

ります。 

これは統計の残る平成１３年以降で過去最多で、都道府県別でも北

海道がワースト１となっております。 

 また、海中転落事故の９割は港内で発生しており、単独行動者は複

数行動者の約２．５倍の死亡率となっており、死亡者１５名中１３名

が救命胴衣を着用していませんでした。 

第一管区海上保安本部では、この現状を踏まえ、年末年始の特別警

戒及び安全指導の実施期間に併せて、釣り人に対し複数行動とライフ

ジャケット着用の重要性について重点指導を行うとともに、関係機関

による連絡会議を開催のうえ、有効な対策を協議し、連携して釣り人

の事故撲滅を図ります。 

 

 

 

【問い合せ先】 

第一管区海上保安本部交通部 

        安全対策課長  坂本 敬司 

       TEL 0134-27-0118 （内線 2640） 



（２）釣り中の事故の９割以上が海中転落  

  釣り中の事故者は、１２月１８日現在で３５名となっており、そ

のうち３２名が海中転落であり、また、３２名中１５名が死亡して

おり、統計の残る平成１３年以降過去最多となっております。  

   

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（３）発生場所は約９割が港内  

  釣り中の海中転落の発生場所は、３２名中２９名の約９割が岸壁

や消波ブロック、防波堤などの港内で発生しております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）単独行動者の死亡率は複数行動者の約２．５倍  

  釣り中の海中転落者の行動形態別では、３２名中２０名が単独行

動、１２名が複数行動であり、死者は単独行動が１２名、複数行動

が３名となっており、死亡率でみると単独行動の６割に対し、複数

行動は２割と、単独行動者は複数行動者の約２．５倍の死亡率とな

っております。  

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）ライフジャケットの着用率は約２割  

  釣りによる海中転落３２名のうち、ライフジャケットの着用者は

わずか５名で着用率は２割となっており、１０年前の調査に比べ約

１０倍にはなっているものの、依然低い着用率となっております。  

また、死者１５名中１３名がライフジャケット未着用となってお

ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 安全対策  

  釣り中の海中転落事故が多発していることから、年末年始特別警

戒及び安全指導に併せて、平成２９年１２月１０日から平成３０年

１月１０日の間を重点期間として、釣り人に対し以下の３項目につ

いて安全指導を行うとともに、関係機関による連絡会議を開催のう

え、有効な対策を協議し、連携して釣り人の事故撲滅を図ることと

しています。  

 

（１）港内の危険性  

  釣り人の海中転落事故は、岩場等の特別な場所ではなく、９割が

防波堤や岸壁で発生しており、その多くの方が亡くなられている事

実を釣り人に周知し、港内であっても命を落とす危険性があること

について安全意識の高揚を図ります。  

 

（２）複数行動の励行  

  単独行動者の海中転落による死亡率は、複数行動者の２．５倍と

なっており、これは、単独行動者の場合、発見から通報、そして救

助の遅れに繋がるためです。単独行動は避け、複数行動の励行を図

ります。  

 

（３）ライフジャケットの着用  

  ライフジャケットの着用率は依然として低いことから、海中転落

を他人事とせず、万が一に備えたライフジャケットの常時着用につ

いて、啓発用のオリジナルリーフレットを作成し、釣り人への呼び

かけとともに配布、安全啓発を行います。  


